平成14年度日本病院会全国図書研究会(2002年10月11日)

情報活用支援のための基礎講座：図書館員のためのインターネット

長谷川豊祐　(鶴見大学図書館)　toyohiro@mub.biglobe.ne.jp

「図書館員のためのインターネット<http://www2d.biglobe.ne.jp/~st886ngw/>」編集管理人

１．電子資料：新しい媒体として

１－１．電子資料の種類

◆CD-ROM：従来の紙媒体のレファレンス資料を電子化したものも多い。
◆オンラインデータベース：『JOIS』(科学技術振興事業団)[225種]<http://pr.jst.go.jp/db/jois/index.html>◆see:参考図◆、(社)化学情報協会[213種]<http://www.jaici.or.jp/>、(株)ジー・サーチ[767種]<http://www.g-search.or.jp/>、ニフティ(株)[444種]<http://www.nifty.com/category/>、『日経テレコン21』((株)日本経済新聞社)[444種]<http://telecom21.nikkeidb.or.jp/home/>、『NACSIS-IR』(国立情報学研究所)<http://www.nii.ac.jp/ir/dblist-j.html>、各図書館のOPAC<http://www.slis.keio.ac.jp/~ueda/libwww/libwww.html>などがある。インターネットで提供される。[「データベース台帳総覧 12年度版（13年9月発行)」より]

◆Webページ：ディレクトリサービスやサーチエンジンで検索する。

◆DBで検索した文献の入手：図書館間相互協力、文献提供サービス　(医中誌WebDDSなど、DBサービスと文献提供を結びつけたサービスもある<https://order.jamas.gr.jp/top.html>◆see:参考図◆)　(また、文献提供サービスには著作権処理など様々な問題が関係する。「サンメディア社による複写許諾ユニオンリスト検索」からは、雑誌論文の著作権料を調べることができる。<http://www.sunmedia.co.jp/copyright.html>◆see:参考図◆)　(著作権については、経済面･文化面から新たな話題が多い。「Copy & Copyright 複写と著作権」<http://members.tripod.co.jp/copy_and_copyright/index.html>などから情報収集が可能である。◆see:参考図◆)

【参考】データベースについて

(財)データベース振興センター<http://www.dpc.or.jp/>

· → DB情報検索 → 『データベース台帳総覧』の検索

· → 教育事業 → 教育分野におけるデータベース利用推進事業◆see:参考図◆ → データベース入門 → シソーラスについて　『適当なキーワードが思い付かない時は、データベース用の辞書「シソーラス」を使うと、沢山の言葉を知ることができます。　シソーラスとは、データベースに使われている言葉同士の関係を理解しやすいように、階層状に列挙したものです。「パソコン」という言葉は「コンピュータ」という言葉の下に位置する意味の言葉（下位語）であり「ノートパソコン」という言葉の上に位置する意味の言葉（上位語）となります。また、「コンピュータ」と「電子計算機」という二つの言葉は同じ階層にある同義語であり、また「コンピュータ」と「プログラミング」は関連する言葉（関連語）となります。　シソーラスを使うと、その分野に詳しくなくても言葉同士の関係を理解できるので、的確なキーワードを選ぶことができます。』
１－２．電子資料の提供方式

　オンラインデータベースは、当初は電話回線によって接続する公衆回線方式であったが、この方式は廃れてしまった。その後、ＣＤ－ＲＯＭによってデータベースが提供され、図書館のパソコンにＣＤ－ＲＯＭをセットして検索するスタンドアローン方式に移行した。ＣＤ－ＲＯＭで提供されるデータベースをパソコンで使うためには、それぞれの検索プログラムをパソコンに組み込み、使いたいＣＤ－ＲＯＭを差し替えなければならず、維持・管理が煩雑であった。

　公衆回線方式は、検索結果の件数や検索時間によってデータベース使用料金が課金される従量課金制のサービスであったが、スタンドアローン方式では、データベースの年間使用料金をあらかじめ前払いする固定料金制のサービスになり、出力件数や検索時間を気にせずに利用できるようになった。従量課金では、利用者に変わって図書館員が検索を代行する代行検索方式であったが、スタンドアローン方式では利用者自身が検索する方式に変わって、データベースの利用件数が飛躍的に増大した。

　最近は、データベースのＣＤ－ＲＯＭを複数枚格納できるＣＤ－ＲＯＭサーバを１台設置して、構内ネットワークによって複数のパソコンで利用するＣＤ－ＲＯＭサーバ方式が可能になった。この方式では、月単位や年単位で更新されるＣＤ－ＲＯＭを差し替えたり、追加する作業が相変わらず必要であり、ＣＤ－ＲＯＭサーバの価格は数百万円と高額である。

　最も簡便な方式として注目されるのは、インターネットによってデータベースに接続し、Ｗｅｂの閲覧ソフトであるブラウザから検索できるインターネット方式である。インターネット方式では、パソコンへの検索システムの組み込みも必要ではなく、データベースのアップデートもデータベースサービス提供側でなされ、図書館側の作業が最小限になる。しかし、当然であるがインターネットに接続したパソコンが必要になり、ネットワーク基盤整備の遅れている図書館では利用が困難となる。インターネット方式は、契約によっては図書館以外からの利用も可能になり、非来館型のサービスとして今後の図書館機能を大きく飛躍させる可能性を持っており、あらゆる図書館は積極的に導入を検討すべきである。

　国立国会図書館によって作成される国内雑誌の索引データベースの「雑誌記事索引」(日外web：<http://web.nichigai.co.jp/>)や、朝日新聞のフルテキストデータベースの「ＤＮＡ：Digital News Archives」(ＤＮＡ：<http://dna.asahi.com:7070/>)などが、固定料金制のインターネット方式で提供されている。この２つのデータベースは図書館向けサービスを想定しており、図書館の規模に関わらず、図書館内から同時にデータベースを利用できる人数(同時アクセス数)によって契約料金が固定料金制によって設定されている。

　個々のWebページには特定テーマに関しての有用な情報が蓄積されて公開され、ひとつひとつのWebページが百科事典の大項目や小項目を構成し、インターネットが全体として無料の大きな百科事典データベースとなっている。検索エンジンは百科事典の高機能な索引にあたる。

[図書館員のためのＩＴ入門. みんなの図書館. 2001年6月]

【参考】引用索引

Science Citation Index は，「CHIBA, M, 1984, BIOCHEM PHARMACOL, V34, P898」が、それ以後どの論文に引用されていったのかを調べることができる。

· 研究者にとっては、1984年の研究がその後どのように展開していったのかを知ることができる。

· 図書館業務に関しては、文献複写の申込のあった論文の書誌事項が不正確であった場合に、申込の論文を引用している別の論文を探して、より正確な書誌事項を確認することができる。例えば，1957年のLangeland Kさんの書いた論文で掲載された雑誌名がわからない場合など。

「国立情報学研究所」でも同じＤＢの作成が開始されている。

CiNii（NII引用文献情報ナビゲータ）　《試験公開》 <http://ci.nii.ac.jp/>

　検索した論文の引用文献情報表示と本文へのリンク 

例)<http://ci.nii.ac.jp/cgi-bin/clsp_citerefinfo.cgi?/34551/>

２．Webページ：新しい情報資源として

２－１．Webページの種類

1)製作者

　Webページは様々な団体や個人によって製作･運営されている。企業、政府官公庁、地方自治体、研究機関、学協会、学校、地域コミュニティ、個人などである。

2)内容

　情報資源としてのインターネットは、主題、形態、内容、質、量において多様である。テキストデータとしては、文学作品や各主題の古典著作、雑誌論文、新聞記事、電子ジャーナル、電子ニューズレター、各種のレポート類、政府・議会関係の文書などがある。また、バイナリデータとしては、パソコンから大型機までソフトウェア、画像ファイルや音声ファイル、いずれも、研究用もあれば趣味的なものもある。データベースも、図書館のＯＰＡＣやプロスポーツの試合のスケジュールなど、一次情報も二次情報も、商用のデータベースにはないようなものもみられる。このほか、いわゆる掲示板システムによる情報の交換も盛んに行われている。一般人向けにいえば、芸術、ビジネス/経済、コンピュータ/インターネット、教育、娯楽、政府、健康、ニュース、レクリエーション、参考トゥール、地域情報、科学、社会科学、社会/文化など、あらゆる情報があふれている。一過性の情報、即時的な情報、個人的な情報も多い。

3)索引

　それらのWebページの集合がリンクによって結びついて、一つの大きな百科事典を構成している。この百科事典を検索するための仕組みが検索エンジンである。ディレクトリ型の検索エンジンは百科事典の事項索引であり、ロボット型の検索エンジンは百科事典に書かれているすべての文書の全文検索をおこなう。Webページは複数のページから構成されており、ディレクトリ型はWebページ単位で検索をおこない、ロボット型はページ単位で検索をおこなっている。ディレクトリ型はサイト検索、全文検索型はページ検索である。

　検索エンジンは、AND、OR、NOTなどの論理演算、フレーズによる検索、更新日によって検索範囲を限定する機能、URLを指定する検索などをサポートしている。また、検索の範囲となるWebページの数は検索エンジンによって異なっているので、一つの検索エンジンで求める情報が見つからない場合でも、他の検索エンジンで検索できる場合もある。従来のレファレンス資料やDBの使い方に習熟していれば戸惑うことはない。

　Webページはほとんどの場合は無料で利用でき、有効な情報資源と認識され、調査・研究や娯楽のツールとして、図書館での利用が始まっている。図書館のホームページも多数開設されている。

4)コミュニケーションツールとして

　インターネットは、個人レベルから団体レベルでの情報伝達・発信媒体として、個人商店から大企業の営利活動にも使われている。電子メールは、業務や趣味に関する情報収集や情報交換をおこなうトゥールとして、電話ほど相手を拘束せず、手紙ほどに時間を要しない。ちょうど電話と手紙の双方の長所が取り込まれている。ビジネスの世界では、電子メールと組み合わせて、情報の共有化、グループウェアの導入を行い、中間管理職の無駄を省くなど、ホワイトカラーの生産性を上げようとする動きが活発である。企業、官公庁、地方公共団体、非営利団体、大学による営利･非営利活動、情報発信、広報のためのホームページ開設の例は数えきれない。

【参考】Webページの作成

· ホームページにオフィスを作る. 野口悠紀雄. 光文社新書, 2001<http://www.noguchi.co.jp/books/>

入門講座：自分のホームページを無料で持とう　『看護と情報』2001 Vol.8<http://www2d.biglobe.ne.jp/~st886ngw/hasegawa/kngtjh200101/index.htm>

5)インターネットの活用レベル

アクセス

· 1)キャンパス・会社・庁舎にＬＡＮが敷設されていて、インターネットに接続している。

· 2)職員用のハードウェアは２人につき１台以上が用意されている。

· 3)図書館に利用者用のインターネット端末を設置している。

· 4)職場に自宅からのアクセスが可能である。

管　理

· 1)ネットワークの維持・管理のための要員、組織、予算が確保されている。

· 2)図書館組織、業務処理手順、資料の運用規則などの改定に着手している。

· 3)設置母体と図書館とのネットワーク政策の調整ができている。

· 4)館種による協議会などで共同サーバーの設置、研修を検討している。

サービス内容

· 1)図書館からネットワーク情報資源を利用でき、参考業務にも活用している。

· 2)ＯＰＡＣを公開して、目録の遡及入力が進行している。

· 3)図書館のホームページを公開し、パブリック系職員が内容を更新している。

· 4)構成員には、有料の外部データベースを課金しないで提供している。

· 5)資料の電子メディア化を進めている。

· 6)対話型のサーバーを運用していて、ホームページにより、参考質問や資料の予約の受付ができる。

２－２．Webページの特徴

２－２－１．インターネット以前と以後の検索

1)インターネット以前

Ａ１：都立多摩図書館：『銭の歴史』(岡田稔著 1971) p.130によると，1976年の米価で換算すると「一石＝一両＝25,000円＝1996年の25年後の物価では4万～6万円か」4～6万円．

Ａ２：H10年の講習生からの情報：稲垣武『平賀源内 江戸の夢』(新潮社)p.74 では，三分五厘：５万円，二朱：７千円．四朱＝一分，四分＝一両．

2)インターネット以後

サーチエンジンでの検索語：「一両は今の」「一両の価値」「一両」「一両　現在の価値」「一両　現在　価値」

●日本銀行金融研究所貨幣博物館　お金に関するＱ＆Ａ ◆see:参考図◆
<http://www.imes.boj.or.jp/cm/htmls/feature_faq.htm>

『１.江戸時代の金一両は今のお金のいくらくらいに相当するのですか？ 

　江戸時代における貨幣の価値がいくらに当たるかという問題は、大変難しい問題です。なぜならば、当時と現在では世の中の仕組みや人々のくらし向きが全く異なっていて、現在と同じ名称の商品やサービスが江戸時代に存在していたとしても、その内容や人々がそれを必要とする度合いなどに違いがみられるからです。

　ただ、一応の試算として江戸時代中期の1両（元文小判）を、米価、賃金（大工の手間賃）、そば代金をもとに当時と現在の価格を比較してみると、米価では1両＝約4万円、賃金で1両＝30～40万円、そば代金では1両＝12～13万円ということになります。

　また、米価から計算した金一両の価値は、江戸時代の各時期において差がみられ、おおよそ初期で10万円、中～後期で3～5万円、幕末頃には3～4千円になります。』

1. 江戸時代の金一両は今のお金のいくらくらいに相当するのですか？ 

2. 江戸時代のお金の単位はどのようになっていましたか？ 

3. 昭和○年の一円は今のお金のいくらくらいに相当するのですか？ 

4. 五円玉や五十円玉にはなぜ穴があいているのですか？ 

5. 日本の現行貨幣はどちらが表でどちらが裏ですか？ 

6. 日本銀行券や貨幣に描かれている肖像や建物は何ですか？

7. 大きさや重さはどれくらいですか？

8. また、それぞれの銀行券の発行開始時期および通用停止時期はいつですか？ 

9. 日本銀行券の肖像は誰が決めるのですか？ 

10. 現行日本銀行券にある印章にはどのような意味がありますか？ 

●MKKB-松平健ナレッジベース　一両を現在のお金に換算してみると…

<http://homepage2.nifty.com/sometime/edo/koban/index.htm>

「日本銀行金融研究所貨幣博物館　お金に関するＱ＆Ａ」の引用、貨幣についての画像など

●「赤猫文芸のホームページ」　赤猫掲示板/過去ログ

<http://www.h4.dion.ne.jp/~ni4gaki/akaneko/guest/log29.htm>

[ 731 ] 一両の価値 神崎玄 (URL) 

ＮＨＫで「茂七の事件簿ふしぎ草紙」という時代劇をやっていた。

【情報の信頼性､情報源の多様性】

２－２－２.インターネットの仕組み

· Yahoo!きっず - 総合学習パビリオン - 教えて！インターネット：<http://kids.yahoo.co.jp/docs/event/sougou/dream/mokuji.html>

· Security@niftyトップ ＞ セキュリティ基礎知識：<http://www.nifty.com/webapp/security/basic/index.jsp>　　コンピューターの基礎知識、インターネットの仕組み、電子メールの仕組み、Webページの仕組みなど◆see:参考図◆
· SFC-CNS(湘南藤沢キャンパス・キャンパスネットワークシステム) Guide 2002 - 第9部 WWW：<http://www.sfc.keio.ac.jp/mchtml/cns-guide/2002/index.html>

【インターネットのことはインターネットにきけ】

２－２－３.サーチエンジンの仕組み

1)サーチエンジンに習熟する：

ヒットした数百サイトは通覧する。特定の報告書などはその名称で探す。企業・機関はYahoo!で、事項はGoogleで探す。Yahoo!は目次、帯、前書きを検索する。Googleは全文を検索する。ディレクトリー型(登録系)ロボット型(全文検索系)を使い分ける。

2)特定の事項名で調べる：

Googleで「青い目の人形」を検索すると2,380件、「青い目の人形とは」(22件)「青い目の人形について」(65件)「青い目の人形は」(177件)などで検索する。

3)キーワードの選択と組み合わせをうまく行う：

「宮城県　岐阜県　岡山県　沖縄県　情報化」により各県の情報化政策のリンク集を得る。

4)検索したサイトや既知のサイトを手がかりに探す：

Googleの「検索オプション」や、gooの「さらに詳しく検索」で関連サイト・リンクの検索を行う。

5)有名サイトの特徴をつかむ：

新しいものはフレッシュアイ<http://www.fresheye.com/>､ニュースは佐賀新聞<http://www.saga-s.co.jp/pubt/ShinDB/search.html>や日経4誌<http://nikkei.goo.ne.jp/>、論理演算の強力さはGoo<http://goo.ne.jp/default.asp?act.expert=1>で、例えば「パスファインダーとは NOT (火星 OR 物理 OR 日産)」。自分のリンク集を作る。消えたサイトのアーカイブ<http://www.archive.org/>もある。

6)サーチエンジンの弱点を把握する：

最新情報、Webページの移転･住所変更・消滅などに難点がある。インターネットのサーチエンジンではＯＰＡＣの書誌･所蔵データは検索できない。

【参考】検索テクニック

· 関裕司. インターネット最強の検索術. リブロス, 2000
検索の鉄人による「検索テクニック集」：<http://www.shikencho.com/iron/irontext.php>

【サーチエンジンはWebページの索引】

【参考】サーチエンジンの手法

Google の秘密 - PageRank 徹底解説　<http://www.kusastro.kyoto-u.ac.jp/~baba/wais/pagerank.html>　

· PageRank（TM) について　<http://www.google.com/intl/ja/why_use.html>　『PageRank（TM) は、Webの膨大なリンク構造を用いて、その特性を生かします。ページＡからページＢへのリンクをページAによるページBへの支持投票とみなし、Googleはこの投票数によりそのページの重要性を判断します。しかしGoogleは単に票数、つまりリンク数を見るだけではなく、票を投じたページについても分析します。「重要度」の高いページによって投じられた票はより高く評価されて、それを受け取ったページを「重要なもの」にしていくのです。　こうした分析によって高評価を得た重要なページには高いPageRank（TM) （ページ順位）が与えられ、検索結果内の順位も高くなります。PageRank（TM) はGoogleにおけるページの重要度を示す総合的な指標であり、各検索に影響されるものではありません。むしろ、PageRank（TM) は複雑なアルゴリズムにしたがったリンク構造の分析にもとづく、各Webページそのものの特性です。』

久野高志，安形輝，上田修一. 情報検索システムとしてみたサーチエンジン. 第49回日本図書館情報学会研究大会発表要綱．2001. p.47-50(2001-10-20)　<http://www.slis.keio.ac.jp/~ueda/webir/index-j.html>　

· a)従来の情報検索を応用した技術： ・論理演算子／近接演算子 ・順位付け出力 ・適合性フィードバック ・検索式の拡張 ・あいまい検索／自然言語処理 ・フィールド指定・多言語検索 ・マルチメディア検索 ・データベースの指定 ・自動分類 

· b)情報検索とインターネットの両方に関わる技術： ・引用検索 ・引用分析の応用 

· c)インターネット特有の技術： ・URL検索 ・ページ群の集約／サイトごとの表示 ・サムネイル表示 ・更新ページの収集 ・ページタイプ判定 ・デフォルトサイト（ポータルサイト） ・多くの情報サービスの集約 ・ディレクトリ型とロボット型サーチエンジンの境界の曖昧化 ・検索結果の優先順位

· 約8割の利用者はキーワードを1語のみ用い，約3割は検索結果を絞り込むことができないなどの理由で4回に1回は検索をあきらめている　<http://www.fresheye.com/etc/szuba/pre_0308.html>

２－２－４.Webページの仕組み

　Webページは一冊の本、又は、一軒の家・一棟の集合住宅をイメージするとその仕組みを理解しやすい。Yahoo!は、本のタイトルや目次を探し出す。Googleは、調べたい事項の書いてある本文を探し出して表示する。　◆see:参考図◆
　Google「拒食症　過食症」<http://www.google.co.jp/search?num=100&hl=ja&inlang=ja&ie=Shift_JIS&newwindow=1&q=%8B%91%90H%8F%C7%81@%89%DF%90H%8F%C7&lr=>　→　

<http://www.osaka.med.or.jp/health/family/96/96.html>

２－３．有用なサイト

【参考】「実践　インターネットを使った情報検索演習」インターネット時代の公共図書館：2010年の経営・機能・サービス(仮)　[H.12文部省補助事業報告書]　<http://www.geocities.co.jp/Berkeley/4106/20010131avcc/3-2.pdf>　Webページの分類方式はどういったものがよいか？

０ 総記

1)サーチエンジン

· 「Google」　検索精度が抜群　<http://www.google.com/>　""でくくるとフレーズ検索

· 「ｇｏｏ」　固有名詞やフレーズで全文検索　<http://goo.ne.jp/> 

· 「Yahoo! Japan」　ディレクトリ検索　<http://www.yahoo.co.jp/> 

· 「Excite」　<http://www.excite.co.jp/>

· 「infoseek」　<http://www.infoseek.co.jp/>

· 「フレッシュアイ」　<http://www.fresheye.com/>

「検索デスク-SearchDesk」　メタ検索　<http://www.searchdesk.com/> 

· 「Easy Search」　<http://www.nibh.go.jp/EasySEARCH/>

· 「Internet Archive」　<http://www.archive.org/index.html>

「ALTA VISTA」　定番　<http://www.altavista.digital.com/>　""でくくるとフレーズ検索

· 「Net Guide」　<http://www.sam.hi-ho.ne.jp/>　一般向けのサイトが網羅

「インターネット学術情報インデックス(IRI)」　<http://resource.lib.u-tokyo.ac.jp/iri/url_search.cgi>
2)リンク集

· 「HIR-NET」　<http://www.hir-net.com/>

「ビジネスマン最強リンク／BISILINK」　<http://www.intelnet-jp.com/BISILINK/>

· 「野口悠紀雄ON-LINE」　<http://www.noguchi.co.jp/newDB/member/>　情報源へのリンク集

· 「図書館関係ＭＬ」　<http://www.libra.titech.ac.jp/ML.html> 

「学術人文系日本語ＭＬ案内」　<http://orlando.jp.org/VWW/ML/mljpn.html>

· 「まぐまぐ」　<http://www.mag2.com/>　メールマガジン一覧(約７千誌)と登録

3)百科事典

「ネットで百科」　<http://ds.hbi.ne.jp/netencyhome/>

· 「Multimedia Internet」　<http://www.kaigisho.ne.jp/literacy/midic/index.html>

4)図書・雑誌検索

4-1)リンク集
「図書・雑誌探索ページ」実践女子大学図書館<http://www.jissen.ac.jp/library/frame/index.htm><http://www.jissen.ac.jp/library/frame/index.htm>

4-2)総合目録

全国の大学図書館の総合目録である「NACSIS WebCat」<http://webcat.nacsis.ac.jp/>
4-3)図書
· 新刊検索は「TRC 新刊書籍」<http://www.trc.co.jp/trc-japa/search/trc_www.asp>

· Books　<http://www.books.or.jp/>　「日本書籍総目録」
· 「本やタウン」　<https://www.honya-town.co.jp/index.html>

· ネット書店では最も有名なアマゾン「Amazon.co.jp」<http://www.amazon.co.jp/>

オンラインブックストア 「bk1(ビー・ケー・ワン)」<http://www.bk1.co.jp/>
· 「紀伊國屋書店インターネット仮想書店ＢｏｏｋＷｅｂ」<http://bookweb.kinokuniya.co.jp/>

· 「BOOKPARK」　<http://www.bookpark.ne.jp/>

4-4)図書館のリンク集

· 「図書館リンク集」<http://www.jla.or.jp/link/>

· 「TRC日本の図書館」<http://www.trc.co.jp/trc-japa/guide/jplib.htm>

「東工大の日本の図書館」<http://www.libra.titech.ac.jp/libraries_Japan.html>
· 「上田先生の日本の図書館」<http://www.slis.keio.ac.jp/~ueda/libwww/libwww.html>
「UC Berkeleyの世界の図書館」<http://sunsite.berkeley.edu/Libweb/>
4-5)図書館

· 国立国会図書館　<http://www.ndl.go.jp/>

東京都立図書館　<http://www.metro.tokyo.jp/INET/TOSHO/TOSHO.HTM>

· 横浜市立図書館　<http://www.city.yokohama.jp/me/kyoiku/library/>

4-6)新聞

新聞記事は「佐賀新聞」1994年以降フルテキストまで　<http://www.saga-s.co.jp/pubt/ShinDB/search.html>　

· 「日本経済新聞4誌記事索引」過去1年分の論題と掲載日　<http://nikkei.goo.ne.jp/>
· 有料の「朝日新聞DNA」<http://dna.asahi.com:7070/>

4-7)その他

「学会ホームビレッジ」　<http://www.nacsis.ac.jp/nacsis.index.html>

· 「レファレンス事例データベースＷＧのためのWebページ」　<http://www.geocities.co.jp/Berkeley/1930/refindx.html>

２ 歴史

· Yahoo!路線情報　「駅すぱーと」の無料版　<http://transit.yahoo.co.jp/>

· NTTタウンページ　<http://itp.ne.jp/>

· 個人番号案内：ANGEL LINE tel：0190-104104｜

· 地図は「マピオン」<http://www.mapion.co.jp/>
「MapFanWeb」<http://www.mapfan.com/>
· 「JUSTMAP：ゼンリン住宅地図」<http://justmap.justnet.or.jp/>
「駅前探検倶楽部 駅周辺の地図」<http://ekimae.toshiba.co.jp/ekimap-top/map_link.html>
· 「2万5千分1地形図」　<http://mapbrowse.gsi.go.jp/mapsearch.html>

３ 社会科学

総務庁統計局・統計センター　<http://www.stat.go.jp/>　出版されているものと同じ統計データがある.

· 「電子政府の総合窓口」政府の行政機関の情報を総合的に検索案内するシステムです。 （総務省 行政管理局）　<http://www.e-gov.go.jp/>

「法令データ」　<http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxsearch.cgi>

· 「ISIZE（イサイズ）」　<http://www.isize.com/>　リクルートの生活情報サイト

· 企業情報は「ComTrack(企業関連情報)」<http://comtrack.net/>
海外の企業情報は「Hoover's Online」<http://www.hoovers.com/>
· 大学を探すなら「GAKKOU NET 大学Link」<http://www.gakkou.net/daigaku/index.html>
４ 自然科学

「国内医学雑誌特集記事データベース」<http://www.sunmedia.co.jp/database.html>

· 「PubMed」海外の医学雑誌記事索引<http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/>

８ 語学

「現代用語の基礎知識2001 」　<http://www.infoseek.co.jp/GHome?pg=gn_top.html&svx=100302&svp=SEEK>

· 「Web翻訳」　<http://www.excite.co.jp/world/url/>

「国語学研究文献総索引データ」ダウンロードして利用　<http://www2.kokken.go.jp/kokugokw/bunkenkw.html>

９ 文学

· 国書基本データベース　<http://quartet.nijl.ac.jp/IKDBpublic/IKDB.html>　国書総目録＋古典籍総合目録で所蔵館の表示がない.

国文学論文目録データベース　<http://www.nijl.ac.jp/bunseki/index.html>

· 青空文庫 電子テキスト化された文学作品をインターネットで無料公開する電子図書館   　<http://www.aozora.gr.jp/>  

２－４．電子資料の特徴と評価

1) 媒体の比較

· 情報の信頼性：情報の発信者、内容、構成など

· 収録範囲：収録しているデータの主題、時代、期間、地域、団体・機関、内容など

· 検索機能：トランケーション、論理演算、近接演算、操作性など

· 価格：従量制、固定料金、無料など

· パッケージ性：資料としての単位、媒体や情報の所有権

	
	信頼性
	情報量
	操作性
	料金
	パッケージ性

	紙媒体
	○
	○
	△
	△
	○

	DB(CD-ROM)
	○
	△
	○
	×
	○

	DB(Online)
	○
	△
	○
	×
	△

	Webページ
	△
	△
	○
	○
	×


2)Webページの評価項目

	このページはよい情報源である。

· テーマがわかりやすく、明確である。

· 信頼できる作者である。

· 内容が正確である。

· 詳しい内容である。

· 見やすくするための工夫がある。

· ページ内のテーマが統一されている。

· 量が豊富である。
	· 作者に専門的な知識がある。

· ページタイトルが適切である。

· ページのデザインがよい。

· 正しい日本語でかかれている。

· 最新の内容である。

· 定期的に更新されている。

· 他のページへのリンクが多い。


【出典:石田栄美，安形輝，久野高志，上田修一. 情報源となりうるWebページの判定法. 第48回日本図書館情報学会研究大会発表要綱．2000. p.50-53(2000-11-17)　<http://www.slis.keio.ac.jp/~ueda/webir/index-j.html>

３．用語

· DNS：domain name system：ドメイン名とIPアドレスの変換を行うサーバ
· Highwire：アメリカのスタンフォード大学図書館が主催するE-Journalシステム：<http://www.highwire.org/>
HTML(Hyper Text Markup Language)：Webページのレイアウトを記述するための言語。文書の中に書式属性を定義する「タグ」を埋め込んだテキストファイルを、ブラウザは「タグ」の指示する属性を解釈して表示する。
· HTML:hypertext markup language：Webページを作成するための記述言語
· HTMLタグ：HTMLで使われる制御文字。タグの機能をおよぼしたい文字列を、開始タグと終了タグではさむ。<タグ名>文字列</タグ名>。HTMLファイルの「全体構造」を定義するタグ、文字の大きさなど「文字の修飾」を定義するタグ、文章の段落などの「仕切り」を定義するタグ、リンクを定義するタグ、「マルチメディアデータの扱い」を定義するタグ、箇条書きなどの「リスト形式」を定義するタグ、「表組」を定義するタグ、Webページをみている利用者からアンケートや感想などの情報を得るための「フォーム」を定義するタグ、Webページの画面をいくつかの部分に分割してそれぞれに別のHTMLファイルを表示させる「フレーム」を定義するタグ、などの種類がある。
· IPアドレス：インターネットに接続しているコンピュータ、パソコンを識別するための番号でこの番号を頼りにデータのやり取りがなされる。
· ISP(inernet service provider)：インターネットへの接続サービスを提供する企業や団体。プロバイダという。
· JST：科学技術振興事業団、もと日本科学技術情報センター(JICST)と新技術事業団が統合した機関：http://www.jst.go.jp/
J-STAGE：科学技術情報発信・流通総合システム、学会誌，論文誌の発行を電子化し、インターネット上でも発信していくためにJSTの提供するシステム：<http://www.jstage.jst.go.jp/ja/>
· LAN(local area network)：学校、会社などの一つの領域内でのネットワーク。
· NACSIS-CAT/ILL：国立情報学研究所 目録所在情報サービス：<http://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/>
· NACSIS-ELS：学協会の発行する学術雑誌のページをそのまま画像データとして蓄積し，書誌情報とともに検索できるようにした情報サービス：<http://www.nii.ac.jp/els/els-j.html>
NACSIS-OLJ：NIIによる「オンラインジャーナル編集・出版システム 開発・構築事業」 平成13年度末をもって文部科学省の特殊法人である科学技術振興事業団（JST）の科学技術情報発信・流通総合システム（J-STAGE）に統合：<http://www.nii.ac.jp/olj/index.html>
· NII：国立情報学研究所、もと学術情報センター：<http://www.nii.ac.jp/>
· OpenURL：インターネット上の資源の目録データであるメタデータをURLで送信するための規格
· OS(operating system)：ワープロやブラウザーなどの応用ソフトをパソコン上で動作するようにする基本ソフトウェア
· SINET：NIIが学術研究期間向けに提供しているインターネット通信基盤
· TCP/IP(transmission control protocol/internet protocol)：インターネットの標準プロトコルで、Webを閲覧するためのHTTP(hypertext transfer protocol)、電子メールを送受信するためのSMTP(simple mail transfer protocol)やPOP3(post office protocol)、FTP(file transfer protocol)などがある
URL(Uniorm Resource Locator)：インターネットの各種のサービスを利用する手順とその場所を示す。インターネット上のファイルやWebページの住所のこと。例えば、<http://www.tsurumi-u.ac.jp/index.htm>は本学のWebページのURL。また、<http://www2d.biglobe.or.jp/~st886ngw/index.htm>は筆者のWebページのURL。転送方法://コンピュータの名前/ファイル名で示される。コンピュータの名前＝組織名.組織の属性.国名。組織の属性には以下のものがある。

· ac：教育、学術機関（主に大学）

· co：一般企業、営利法人

· ed：小中高校などの教育機関

· go：日本国政府機関

· gr：法人格を持たない団体

· ne：ネットワークサービス、プロバイダー等

· or：営利以外の法人団体（一部のプロバイダーも含む）

· 地域名：県市町村など地方公共団体など

· 汎用 JP ドメイン名：co.jpや、ne.jpなど、組織を識別する文字が含まれるドメイン名を属性形ドメイン名というが、属性部分のない新しいドメイン名。"alphabet.jp"や"日本語.jp" が登録できる。

· gTLD:generic Top Level Domain：com(商用)、org(非営利団体)など。本来は米国の商用サイトで簡単に取得可能。個人・商店など多くの日本語サイトが存在。

· ~ (チルダ)：個人のWebページのURLに使用されている記号で、チルダの前[www2d.biglobe.or.jp]はプロバイダや個人の所属する団体のドメイン名、チルダの後[st886ngw]は個人のディレクトリを示す。
· WAN(wide area network)：複数のLANを接続した都市や地域などの広い領域のネットワーク。
· WWW(World Wide Web)：ハイパーテキストやリンクを使った情報提供システム。インターネットで最も利用されるシステム。Webともいう。世界的に共通した形式でハイパーテキストを作成、提供できるシステムで、WWWによってインターネットが爆発的に普及した。
· Z39.50：書誌データベースを横断的に検索するシステム。
· アイコン：コンピュータでの操作を示すための小さな図柄で、クリックするとその操作を実行する。
· インターネット：LANやWANなどのネットワークをIP(インターネットプロトコル)により相互接続した世界規模のネットワーク。
· インデックス：索引。本に書いてある事項を検索するために、その事項を表すキーワードを配列して、その事項のページを示す。
· 引用：本やWebページに記述してある文章を、自分の文章の中で出典を示して引き合いに出すこと。著作権を尊重する。
· 拡張子：ファイル名のピリオドの後に続く、doc、xls、txt、jpg、gif、exe、lzhなど半角英数字の部分。ファイルの種類やファイルを扱うことのできる応用ソフトの種類を示す。
· クライアント：ネットワーク上のサーバを利用する顧客の役割をするコンピュータ。
· 検索エンジン：WWW上の情報を検索して必要な情報を探し出すサービスで、Google、Yahoo!などのサイトがある。
· コンピュータウイルス：コンピュータに危害を加えることを目的として作られたプログラムで、電子メールなどによって他のコンピュータに感染し、自己増殖する。
· サーバ：ネットワークを介して各種のサービスを提供するコンピュータやソフトウェア。
· サイト：インターネット上で運営されている情報サービスのまとまり。
· スパムメール：不特定多数に向けて無差別に送られる広告的な内容の電子メール。
· セキュリティ：コンピュータやネットワークをコンピュータウイルスやクラッカーなどの外部の脅威から保護すること。
· チャット：特定のＷｅｂページなどに接続して、リアルタイムでメッセージをやり取りする仕組み。
· 電子掲示板：特定のＷｅｂページなどの悦続して、メッセージを書き込み、その保存されたメッセージを参照する刷ることで、メッセージを交換する仕組み。
· 電子メール：インターネットを経由してテキストを基本としたメッセージをやり取りする仕組み。メッセージは電子メールアドレスを指定して送り、受け取る際にはメールサーバーに接続してメッセージを受信する。送信側と受信側のパソコンには電子メールソフトが必要になる。フリーメールなどではブラウザによる電子メールの送受信を行う。
· ドメイン名：インターネット上のコンピュータなどを特定するための名前で、ピリオドで区切られた文字列の組み合わせ。インターネット上での組織の正式名称のこと。組織名.組織の属性.国名という形式で表現される。
· ハイパーテキスト：文書、画像、音声、動画などの様々な種類の情報を相互に関連づけて参照したり引用したりする概念。これを実現したのがWWWである。HTMLにより記述する。
· パス名：ディレクトリとファイル名を併せて示されるファイルの場所。現在のディレクトリー（カレントディレクトリーと言います）を起点として、そこからの相対的な位置をいう場合は相対パス名、現在の位置を起点としないで、最初からのパス名をすべて示した場合は絶対パス名という。 
· フィルタリング：データの送受信先や方式に一定の基準を設定し、有害な情報などを排除する仕組み。
· フォルダ：パソコンのハードディスクなどでファイルを保存する場所。ディレクトリともいう。フォルダの中にフォルダを作ることで階層構造をもたせることができる。
· ブラウザ：HTMLによって記述された情報を表示するためのソフトウェア。ネットスケープナビゲーター(Netscape Navigator)やインターネットエクスプローラー(Internet Explorer)がよく利用されている。ブラウザはインターネット上で無償で配布されたり、雑誌の付録のＣＤ－ＲＯＭに収録されている。最近のパソコンには最初から附属している。
· Webページ：WWWで提供される情報の画面のことで、HTMLを使ってWWWブラウザに表示できるように記述したファイルの集合体のこと。特に、いくつかのページで構成されるWebページの目次や先頭のページをトップページと呼ぶ。政府から個人によって作成されたものまで、質・良・内容において様々なものがある。
· メーリングリスト：特定の話題や情報によって形成されたグループに登録した全員にたいして、ひとつの電子メールを同時に配信する仕組み。
· リンク：文字列やイメージに、文書中の他の箇所、他の文書、他のWebページへの関連づけをおこなう。その文字列やイメージをクリックすることで、自由に他のページやイメージを表示できる。

４．検索の実際

Q1：インターネットの歴史、インターネットの仕組み、インターネットの使い方について。

A1：インターネットのことはインターネットに聞くのが一番である。Yahoo!<http://www.yahoo.co.jp/>でカテゴリーとして存在するキーワードの「インターネット講座」で検索すると。「地域情報:日本の地方:近畿:大阪:教育:大学:大阪市立大学:イベント:インターネット講座」<http://search.yahoo.co.jp/bin/search?p=%A5%A4%A5%F3%A5%BF%A1%BC%A5%CD%A5%C3%A5%C8%B9%D6%BA%C2>がみつかる。「インターネット概論」学術情報センター：中野秀男教授<http://hosp.msic.med.osaka-cu.ac.jp/koho/vuniv97/lectnaka.htm>がよさそうである。

Q2：アメリカ民謡である「峠の我が家」の歌詞と曲を知りたい。

A2：Yahoo!<http://www.yahoo.co.jp/>でカテゴリーとして存在するキーワードの「歌詞」で検索。カテゴリーの「エンターテインメント:音楽:歌詞」<http://www.yahoo.co.jp/Entertainment/Music/Lyrics/>がある。「World Folk Song」<http://webclub.kcom.ne.jp/mb/folksong/index.html>でみつかる。2001年1月には<http://www.worldfolksong.com/>に引っ越している。

Q3：検索エンジンの守備範囲やポルノの割合に関する記事を探す。

A3：goo<http://goo.ne.jp/>を「検索エンジン　守備範囲　ポルノ　割合」で検索。「ZDNN: Webは氷山。ポルノは1.5％，検索エンジン守備範囲は16％」<http://www.zdnet.co.jp/news/9907/08/necri.html>がみつかる。CNET<http://japan.cnet.com/>かZDnet<http://www.zdnet.co.jp/>など
例題1：各県のインターネットの状況を調べる

　自分の好みの県について検索したり、その県のホームページの構成や発信情報の内容をチェックすることで、その県における情報政策を調査する。

Q1：県のネットワーク政策はどうなっているか？

Q2：県のネットワークの名称は？

Q3：県のページから、図書館へのリンクや図書館の案内へのリンクはあるか？

Q4：図書館に関する情報はどの程度まで公開されているか？

Q5：図書館のホームページはどうなっているか？

Q6：OPACはあるか？収録点数は？検索の手引きはわかりやすいか？

Q6のOPACについては、当館もそうであるが、OPACの公開だけで精一杯で、OPACへの蔵書の収録割合さえ書いていない図書館が多い。また、大学の構成員以外や、県外、市外からの検索に対しての利用案内も公開していないところも見受けられる。OPACを使う対象が世界に広がるわけであるから、作る側の立場と同様に使う側の事情に対する思いやりが必要である。

	北海道 http://www.pref.hokkaido.jp/  

青森 http://www.pref.aomori.jp/  

岩手 http://www.office.pref.iwate.jp/  

宮城 http://www.pref.miyagi.jp/
秋田 http://www.pref.akita.jp/
山形 http://www.pref.yamagata.jp/
福島 http://www.pref.fukushima.jp/
茨城 http://www.pref.ibaraki.jp/
栃木 http://www.pref.tochigi.jp/
群馬 http://www.pref.gunma.jp/
埼玉 http://www.pref.saitama.jp/
千葉 http://www.pref.chiba.jp/
東京 http://www.metro.tokyo.jp/
神奈川 http://www.pref.kanagawa.jp/
新潟 http://www.pref.niigata.jp/
富山 http://www.pref.toyama.jp/
石川 http://www.pref.ishikawa.jp/
福井 http://www.pref.fukui.jp/
山梨 http://www.pref.yamanashi.jp/
長野 http://www.pref.nagano.jp/
岐阜 http://www.pref.gifu.jp/
静岡 http://www.pref.shizuoka.jp/
愛知 http://www.pref.aichi.jp/
三重 http://www.pref.mie.jp/ 

滋賀 http://www.pref.shiga.jp/ 

札幌市 http://www.city.chiba.jp/
千葉市 http://www.city.chiba.jp/
横浜市 http://www.city.yokohama.jp/
名古屋市 http://www.city.nagoya.jp/
京都市 http://www.city.kyoto.jp/
北九州市 http://www.city.kitakyushu.jp/
	京都 http://www.pref.kyoto.jp/
大阪 http://www.pref.osaka.jp/
兵庫 http://web.pref.hyogo.jp/
奈良 http://www.pref.nara.jp/
和歌山 http://www.wakayama.go.jp/
鳥取 http://pref.tottori.jp/
島根 http://www.pref.shimane.jp/
岡山 http://www.pref.okayama.jp/
広島 http://www.pref.hiroshima.jp/
山口 http://www.pref.yamaguchi.jp/
徳島 http://www.pref.tokushima.jp/
香川 http://www.pref.kagawa.jp/
愛媛 http://www.pref.ehime.jp/
高知 http://www.pref.kochi.jp/
福岡 http://www.pref.fukuoka.jp/
佐賀 http://www.pref.saga.jp/
長崎 http://www.pref.nagasaki.jp/
熊本 http://www.pref.kumamoto.jp/
大分 http://www.pref.oita.jp/
宮崎 http://www.pref.miyazaki.jp/
鹿児島 http://www.pref.kagoshima.jp/
沖縄 http://www.pref.okinawa.jp/
電子政府の総合窓口<http://www.e-gov.go.jp/>

(財)地方自治情報センター　<http://www.lasdec.nippon-net.ne.jp/>

　Nippon-net　<http://www.nippon-net.ne.jp/index.html>

　Internet Assistant　国、地方公共団体の情報化政策 <http://www.lasdec.nippon-net.ne.jp/etd/et2/index.html>


例題２：３つのテーマから一つ選んで、電子資料を使って調査し、概要をまとめる。

概要、参考資料(図書、雑誌)、関連URL、リンク集など

	受講No
	テーマ１
	テーマ２
	テーマ３

	7142001
	ヒトゲノム
	シリコンバレー 
	忍術 

	7142004
	深層水 
	TLO 
	スノーボード 

	7142005
	算数パズル 
	カルロス・ゴーン 
	ソフトボール 

	7142006
	自然農法 
	ＳＣＭ 
	サッカー 

	7142007
	活断層
	人材ビジネス
	ゴルフ

	7142008
	遺伝子組み換え 
	ケーブルテレビ 
	空手 

	7142009
	ノーベル賞 
	凸版印刷 
	野球 

	7142010
	ＤＶＤ 
	ユニクロ 
	プロレス 

	7142011
	残留農薬 
	諸葛孔明 
	登山 

	7142012
	環境ホルモン
	四柱推命
	ロッククライミング

	7142013
	新幹線のぞみ 
	養生訓 
	ボクシング 

	7142014
	太陽電池 
	記号論理学 
	釣り 

	7142015
	自動車整備士 
	純粋理性批判 
	乗馬 

	7142016
	ＩＳＯ９０００ 
	ＫＪ法 
	スキー 

	7142017
	オフセット印刷
	世界人権宣言
	水上スキー

	7142018
	エルニーニョ 
	死海文書 
	相撲 

	7142020
	プルサーマル 
	PFI 
	フィギュアスケート 

	7142022
	気象予報士 
	過食症と拒食症 
	チベット体操 

	7142023
	光触媒 
	笑い、笑顔 
	少林寺拳法 

	7142024
	プラスチック
	青い鳥症候群
	卓球

	7142026
	水質浄化 
	家庭内暴力 
	水泳 

	7142028
	燃料電池 
	摂食障害 
	ヨーガ 

	7142029
	機能性食品 
	ＳＰＳＳ 
	太極拳 

	7142030
	バイオセンサ 
	臨床心理士 
	ラグビー 

	7142031
	ビル管理士
	ひきこもり
	弓道 

	7142032
	バリアフリー 
	クリスマス 
	テニス 

	7142033
	茶室 
	ローマ教皇 
	バトミントン 

	7142034
	環境アセスメント 
	歎異抄 
	スカッシュ 

	7142035
	免震構造 
	ドルフィン・ヒーリング 
	ボーリング 

	7142036
	シックハウス
	十牛図
	砲丸投げ

	7142038
	宗教建築 
	島原半島 
	やり投げ 

	7142040
	古民家 
	ひろさちや 
	走り高跳び 

	7142041
	左官 
	ダライ・ラマ 
	剣道 

	7142043
	風水 
	前方後円墳 
	アーチェリー 

	7142044
	カラーコーディネーター
	正倉院文書
	アメフト

	7142046
	花粉症 
	アーネスト・サトウ 
	カヌー 

	7142047
	在宅看護 
	大森貝塚 
	ゲートボール 

	7142049
	ＥＢＭ 
	北前船 
	ドッジボール 

	7142050
	肥満細胞 
	サンタクロース 
	トライアスロン 

	7142051
	炭疽菌
	世界の七不思議
	バスケットボール

	7142053
	音楽療法 
	七福神 
	バレーボール 

	7142054
	管理栄養士 
	有職故実 
	ハンドボール 

	7142055
	知的財産権 
	学習指導要領 
	ホッケー 

	7142056
	法科大学院構想 
	大学改革 
	綱引き 

	7142057
	サラ金
	日本の学制
	スキューバダイビング

	7142058
	民事再生法 
	朝の読書運動 
	セーリング 

	7142059
	電子署名 
	総合的学習の時間 
	スケート 

	7142060
	社会保険労務士 
	ＰＴＡ 
	フェンシング 

	7142061
	確定拠出年金法 
	大学編入・転部 
	ライフセービング 

	7142062
	独占禁止法
	調理実習
	ラクロス

	7142501
	酒税法 
	都立高校の統廃合 
	ヨット 

	
	消費者物価指数 
	アンパンマン 
	サーフィン 

	
	デリバティブ 
	佐伯胖 
	飛び込み 

	
	不良債権処理 
	＊職場について 
	水球 

	
	為替レート
	＊勤務先の市町村
	ローラースケート

	
	年金アドバイザー 
	＊旅行先 
	ボブスレー 

	
	日本統計年鑑 
	＊好きな食べ物 
	マラソン 

	
	郵政民営化 
	＊学校 
	競歩 

	
	コンビニ 
	＊趣味 
	リュージュ 

	
	マクドナルド
	＊好きな作家
	合気道
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